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11

認
定
市
町
村
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
イ
の
実
施
主
体
が
同

号
ロ
の
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
認
定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
に
よ
り
同
号
ハ
の
種
類
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
限

る
。
第
十
七
条
の
四
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
事
項
が
同
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
又
は
同
法
第
七
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条
第
一

項
本
文
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

12

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
項
第
六
号
ハ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の

同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
市
町
村
の
長
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
、
相
当
の

期
間
を
指
定
し
て
、
当
該
関
係
市
町
村
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
の
長
か
ら
通
知
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
関
係
市
町
村
の
長
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
関
係
市
町
村
の
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十
一

項
の
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る

見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

15

認
定
市
町
村
は
、
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
イ
の
実
施
主
体
が
同
号
ロ
の
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
認

定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
に
よ
り
同
号
ハ
の
種
類
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
当
該
認
定
市
町
村
の
長
か
ら
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い

な
い
場
合
に
限
る
。
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
が
同
法
第
七
十
八
条

の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い

と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

16

認
定
市
町
村
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
イ
の
実
施
主
体
が
同

号
ロ
の
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
認
定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
に
よ
り
同
号
ハ
の
種
類
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い

場
合
に
限
る
。
第
十
七
条
の
四
十
一
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
事
項
が
同
法
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
五
十
三
条

第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
の
建
築
等
の
許
可
の
特
例
）

第
十
七
条
の
三
十
七

前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
同
条
第

二
十
二
項
（
同
条
第
二
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き

は
、
当
該
公
表
の
日
以
後
は
、
当
該
事
項
に
係
る
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
整
備
事
業
を
実
施
す
る
区
域
内
の
建
築
物

に
対
す
る
建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
中

「
特
定
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
行
政
庁
が
、
地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条

の
三
十
六
第
二
十
二
項
（
同
条
第
二
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
基
本
的
な

方
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
的
方
針
」と
い
う
。）に
適
合
す
る
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
そ
の
他
」と
、「
認

め
、」と
あ
る
の
は
「
認
め
て
許
可
し
た
場
合
、」と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
た
だ
し
書
の
規
定
中

「
特
定
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
行
政
庁
が
、基
本
的
方
針
に
適
合
す
る
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
そ
の
他
」

と
、「
認
め
、」と
あ
る
の
は
「
認
め
て
許
可
し
た
場
合
、」と
す
る
。

（
特
別
用
途
地
区
等
に
係
る
承
認
の
特
例
）

第
十
七
条
の
三
十
八

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
第
十
七
条
の
三
十

六
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公
表
の
日
に
お
い
て
、
当
該
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業

計
画
を
作
成
し
た
認
定
市
町
村
に
対
す
る
当
該
各
号
に
定
め
る
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

建
築
基
準
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
承
認

二

第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
二
第
五
項
の
承
認

（
都
市
計
画
の
決
定
等
の
特
例
）

第
十
七
条
の
三
十
九

第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業

計
画
が
同
条
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公
表
の
日
に
お
い
て
、
当
該
地
域
住
宅
団
地

再
生
事
業
計
画
に
記
載
さ
れ
た
都
市
計
画
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
等
整
備
事
業
に
係
る
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更

が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
届
出
の
特
例
）

第
十
七
条
の
四
十

第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
が
同
条
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
が
当
該
事
項
に
係
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
き
行
う
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

２

前
項
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
。）を
設
置
す
る
同
項
の
実
施
主
体

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
届
出
を
、
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

17

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
の
長
か
ら
通
知
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
関
係
市
町
村
の
長
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

18

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
関
係
市
町
村
の
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十
六

項
の
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る

見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

19

認
定
市
町
村
は
、
第
四
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
イ
の
実
施
主
体
が
同
号
ロ
の
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
認

定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
に
よ
り
同
号
ハ
の
種
類
の
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
当
該
認
定
市
町
村
の
長
か
ら
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文

の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
第
十
七
条
の
四
十
一
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項

が
同
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な

い
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

20

認
定
市
町
村
は
、
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
イ
の
実
施
主
体
が
同
号
ロ
の
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
認

定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
に
よ
り
同
号
ハ
の
種
類
の
第
一
号
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
当
該
第
一
号

事
業
に
つ
い
て
当
該
認
定
市
町
村
の
長
か
ら
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い

な
い
と
き
に
限
る
。
第
十
七
条
の
四
十
一
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
が
同
法
第
百
十
五
条

の
四
十
五
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合

に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

21

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
は
、
都
市
計
画
、
都
市
計
画
法
第
十
八
条
の
二
の
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
及
び
市
町
村
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
等
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

22

認
定
市
町
村
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

23

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
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